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This　paper　shows 　the　effec【s　of　a　method 　caUed
」’
Rebuilding　Design　Gamビ，

developed　fbr　urban 　planning　through　community 　participation．
1n　December　I998，　we 　used 　the　me τhod　at　K　regbn 　in　Urawa・shi，　Saitama−
ken．　This　is　where 　workshops 　have　been　heldfor　expanding 　and 　reorganizing

a　street　since　l996，
Flndings　are ：（1）Afinal　plan　was 　d  ided　through　the　process　of　visually

understanding 　the　design　 and 　the　exchanging　of　opinions；（2）No疋 Dniy

physical　struc亡ures　bu直 also　images　of 　life　and 　privacy　issues　were 　discussed；

（3）Locatrions　of　residences　and 　 shops 　 were 　concretely 　 arranged ．　Citizens
could 　imagine　daily　lives　th¢ re，

1 ，は じ め に

　 近 年、中心 市 街地 に お い て は深 刻な 空洞 化が 進 行 して お り．こ れ

ら市街 地 の更 新は大 きな課題 とな っ て い る。こ の よ うな状況の 中で 、

段 階的 な まちづ く りや 共同化 に よ る更 新が進 行 しな い 理 由と して 、

権利 者で あ る 住 民 が 主 体 とな っ て 、ま ちづ く りの シ ナ リオや そ の 成

果で あ る ま ち の 将 来像 を 具 体的 に描 き 出す こ とが で き ず．そ こ に 自

己の 財産 を投 資す べ きか 否か 判断で き な い と い う こ と が あ る。

　 こ の 課題 の 解決 を 目指 し、住民参 加型 の ま ち づ く りの 地 域計画 策

定手 法 と し て デ ザ イ ン ゲーム Dが 開発 され て お り、こ の 1 つ と し て

まち づ く り の シナ リオ や ま ちの 将来 像 に 関 して、専門 的知識を も た

ない 一般 住 民 が、模 型等 の ゲーム ツ ール と小 型 CCD カ メ ラ （以下

CCD カ メ ラ と す る ）に よ る 映像 に よ り視覚 的に 環境 を認識 す る こ

とに よ り、生活 像 を イ メ
ー

ジ しな が ら具体的 空間像 を作成する 「建

替え デザ イ ン ゲー
ム 」 の 開発 を行 っ た。本稿 は こ の デ ザイ ン ゲー

ム

の 効 果 と現 段階 に お け る課題 に つ い て 報 告 を す る もの で あ る。

2 ，開 発 の 経 緯

　埼 玉県 浦和市 K 地 区 （図一1 ）で は、96 年度 か ら 同地 区 中央 を

走 る 中山道 の 拡幅 整備 に 関す る ワ
ー

ク シ ョ ッ プを住民 ・大学 ・行政

に よ り進 め て い る2）。この K 地 区 で の まちづ くりの 経緯 を （図一2 ）

に示 す。初 年度 で あ る 96 年 度は 「ガ リバ ー地 図づ く り」 注 D等 を

通 し て 、ワ
ー

ク シ ョ ッ プ参 加者 は 地 区 の 魅 力 や 問 題 点 等 の情報 を 共

有 し、97 年度か ら は 中山 道の 街 路 整 備 案 を作成 す る ワ
ー

ク シ ョ ッ

プ で あ る 「街路 空間 デザ イ ン ゲーム 亅 3｝を 行 い 、具体的 街路 空 間の

イ メ
ージ を 出 し合 い デザ イ ン を作 成 して い っ た。

　本 稿の 「建替 え デザ イ ン ゲ
ー

ム 」 は こ の
一

環 と し て 、98 年 12

月 4 、5 日 の 2 日間 に 分けて 実施 し、街路 空間 だけで は な く景観や

街 区内の 住環境 に 関 す る 具体 的な 意 見交換 とデザ イ ン を 作成す る こ

とが 要 求 され て い た。
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（図一2 ）浦和市 K 地区 の ま ちづ くり の 経緯
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3 ．開 発 の 方 法

　 デザ イ ン ゲー
ム は、日本各 地で も積極 的 な実践 が行 わ れて お り、

そ の 中で 、早 田 ら に よ っ て 参加型地域 計画 策定 の 有 効な手 法を 目指

し た 「立体建替 え デザ イ ン ゲー
ム 」 1〕が 開 発 され て い る。こ れ は 地

区 レベ ル で の総 合 的 な居住 環 境 を住 民 参 加 によ り計 画す る ため の 援用 ッ

ール で あ り、  地 区 の 問題 提 起  自己 の 目標 設 定  ．建替 え の シ ミ ュ レ
ー

ト  まち づ く りの 目標の 設定等 を限 られ た 時間の 中で具体 的 ・効果的に

討議す る こ とを 可能と した。本稿の 「建替え デザ イン ゲーム 」 で は これ

を発展 させ、視覚的に環境 を認識 しなが ら建替えの シミ ュ レートを行い 、

目標空間像につ い て 具体的 ・効果 的に 討議で きる もの を目指 した。

　そ こ で 「立体 建替え デザ イ ンゲー
ム 」 の 以 下 の 2 点 に お い て 改 良

を 加 え た。（1）建 物 模 型 と して 縮 尺 1／200の ブ ロ ッ ク を 用 い た の に 対

し，縮 尺 1／100 で 実 際 の 建 物 を 撮 影 し た 写 真 を 画 像 加 工 ソ フ トiF2）

で ゆが み を 補正 した も の を 立 面 に貼 り込み 、更 に 庇 ・ベ ラ ン ダ ・看

板等 の 凹 凸を表現 した も の と した。  肉 眼 で 鳥 瞰 的 に 模型 を見た の

に 対 し、CCD カ メ ラ に よ る 映像 を通 し て 歩 行 者の 視線 の 高 さか ら

見 る もの と した。ま た この デザ イ ンゲー
ム の 効果 につ い て は、デザ イ

ン ゲー
ム 中 の 建 替 え シ ミ ュ レ

ー
トの 経 過 ．建 替 え の 具体 的空 間像、

デザ イ ンゲー
ム 終 了後 に 行 っ た ア ン ケ

ー
ト調査 の 結果 に つ い て 分析

す る こ と に よ り検 証 した。

4 ，「建替 えデザ イン ゲーム 」の 概要

　　「2 ．開発 の 経 緯」 で 述べ た通 り 「街 路 空間デザ イ ン ゲー
ム 」 の

一
環 と し て 「建替 え デザ イ ンゲー

ム 」 を 行 っ た 為、短 時 間で 適用す

る こ とが で き、早 田 らの 「立 体 建 替 え デ ザ イ ン ゲーム 」 で の   地 区

の 問 題 把 握   自己 の 目標 設 定 につ い て は 省略 して い る 。ま た こ の 特

徴 は（1腱 築 空 間 を扱 い （2｝参 加 者が 建 築模 型 を直接 動か し〔3参 加 型 ま

ちづ く りにお け る対 話型 で あ る こ とで あ る。こ の概 要 は （図 一3 ）

■テ ザイ ン ゲーム の プ ロ グラ ム

　 大き く 4 つ の段 階に 分か れ ．まず 「ま ち の 情報 の 理解 ・共 角 ） て は、只体 的デザイ ン を

作成 する に 当た り、プ レ イ ヤー．が戸 惑う こ とな く 自由 に イ メ
ー

ジ し また 意 見 父 換が で き る

よ う ．K 地 区 の街 区 構造 を 紘み と り 典 甲的な 構造か ら 成る 仮想 街匿 を作成 し ，その 模型 上

でデザ イ ン ゲ
ー

ムを行 った。この 模型 の縮 尺は 「街路 空間デザ イ ンゲ
ー

ム」 に おける 模型

ツ
ー

ルの 分析 を参 考に し 1〆100 とし 、そ の 範囲 は 石 図 の 様 に 約 100mX80m と し た ．また

こ の仮 想街 区 は 「 1 ∫目 」
「 2 「 HI と 名 付 け た 2 つ の 街 区 に 分割す る こ と が で き、1同

の ゲ ー
ム 当た り 6 人の フ レイヤ

ー
が ．2つ の 街区にそれ ぞれ 3 人ず つ に分かれ て ゲーム を

進行す るこ とを想定 した 。次に 1ま ちづ く りの 日 標 の 設定」 で は ．用 意 した 6 校 の カ
ー
ド

か ら各 フ レ イヤ
ーが選択 し 、ま た 「卆 間像 と 生 活 像の デザ イ ン」で は 、7 レ イヤ

ー
は 将末

の ま ち の 環境 の 変化を想定 した か
．
ドに 某 づ き．コ ンサル タン トの ア ドバ イ ス を参考 に し

なが ら建 替えを進め、作成 した もの を CCD カメ ラ を 使用 し て ．歩翁者 の 視 線 の 咼 さ か ら

の 確認 を 行った。そ して 生活 イ メ
．一

ジ を 描 きな が らデザイ ン を修止 して い くこ とで．最終

的な空間 艨 を決定 し てい っ た ．具体的なデ ザイ ンが完 成 した後は ，「成果 の評価」 と して

2 つ の 街区 模型 を並 べ て 置き、参加者令体で 成巣 の発表と 首見 交換を行って い った．
■ゲーム ツ

ー
ル

　模 型ツ
ー．

ル は、建物．値裁．尺 ト リ
ー

ト フ ァ ニ チ ャ
ー
を 準備 し た 。建替 え川 の に物模型

は ．自 山 に デザイ ン が で き る よ う ，VICN形状 が〔）m 若 しくは8m をモ ジ ュ
ー一

ル とし階高が

3m の 規格サイ ズとす るこ とで 、積本 の様 に ffiみ 立て られる も の に した．また tLrfllを 貼 り

替え る こ と で ．窟物用 途や デザ T ンを 変吏 で き る よ う に した ．値裁 、ス トリ
ー
トフ r ニ チ

ャ
ー

は 、市販の 模型材料 を使用 して作成 し，吏にデザイ ン ゲーム実施 会場で は ’it求 され た

ツ
．一ル をすぐに 製桝で き る よう材 料 ・

⊥ 具
一式を 準備 した 。

　カー一ドツ
ー

ル は 、「敷地 決 定カ
ー

ドj 「ま ち づ く りを 考 え る 会の 目標カ
ー

ド」
f
き一tか け

カード」 「メ ッ セ ー一ジカード．．「YES，NO カード亅 の 5種類 を使 用 した。
　また ゲ ー

ム を行う仮想街区 に つ い て説 明 す るため に
「
仮想 街区 説 明 パ ネル 」 を什 成 した ．

仮 想の まち　 U 市 K 町 は こ ん な とこ ろで す 。

而の中心かbtt ） し雕れていr 　鼠好な住宅環規 を保
・τいホ t ，

肋 面 の 県 角 が抵 幅 さ t，善 予定 摩丁 　塩 て 督 K も どによ ゴて　腔 宅地の良 好 な 環壙 が壊 され 1 し1 ワかししれまぜん．中 山 遭 合いの地 区 は 人 口の tttt
し　 葛 齲 少子 化 が 起「ワていま す 　 住 暇 L 地域 邑の 開わり 　 昔 n うの 住 民 ど新 しL・tt民の闇 わリザ 希 薄 1一なり「つありまr、商ξ滴1‡古力t，EF ．
T ＃ていまt，
叮 目上 空 か らの光 景 　 1丁 目 　 脚 　 2丁 目 　 　 2 丁 z ± 空か ら晄 景
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共

想
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X ・日 パ 丿
プレイヤ

ー
は 2 つの街区に分かれ 、仮想街

区の概要につ いての説明を受け，まちの概

要につ いて把握する。敷　　 カ
ー

ド（敷地の决定）

まちつ くりの 艮標の設定 「まちづくりを考え
△
　の　 カ

ー
ド

一
空聞像と生活像のデザイン

　　　　 のス タ
ー

ト きっ かけカ
ー
ド

「敷地決定カード」によ リプレーをする敷

地を決定する。また rまちづくりを考える

会の目標カード」 を選択して建て替えの 方

針を決め、その内容につ いて発表 し合うこ

とによリ全員でその目標を共有していく。
メ
・
セ
ー
ジカ

ー
ド建替え方針の決定

　　 共同建て替え

　　　建替え規模

　　　建物の保存

esNo カ
ー

ド

esNo カ
ー

ド

NO

口、
（他のプレイヤ

ー
の意向

他のプレイヤーの発言

　〔近隣関係）

「きっかけカ
ー

ド」 により、建物の建替え

を始め、司会者がゲ
ー
ムの進行状況に合わ

せ提示する 「メッセ
ー

ジカ
ー

ド亅の内容を

選択し、その規模や用途を；夬定していく。
また建替えの詳細な判断につい ては、コ ン

サル タン トに相談しながら決定していき、
作成した空間につ い ては随時CCD カメラ

を使用して 視線の 高さから見て、視覚的に

評価して い くことにより、その空間を微調

整してい く。

CCD カメラの映像
驢
　 　　 　 　 詈

の rまちづくりを考え

る
△
　の　 カード

CCD カメラの映像
えの

膏

仮 想街 区 とその 説明 パ ネル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 カ
ー

ドツ ール の 内 容 ＞

　 　　　　　 　 waEEEEI
　 　 　 　 　 　 　 建 膂 え を 行 り 敷 地 を 决 定 す る カ

ー
ド。敗 地 に つい て

　 　 　 　 　 　 　 の 情鞭 も 罷 戯 さ れ て いる

llXiZEEXi ］il1ififil＝E
　 　 　 　 　 　 　 霞 曹 え の 異体 的 窒聞像 を作 成 し て いく 時 に ．們 人 的

　 　 　 　 　 　 　 事 情のみ に よ る の で は な く 　 ま ち 全 体 の 環 境 に つ い

　 　 　 　 　 　 　 て も 肴 慮 す る た め の も の

人 に 優 し い 環 境 を つく リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 縁 曼 か な ま ち に し た いたい
お 店 が あ 7 て 盾 気 の あ る 　 コミ ュニケ

ーノヨ ンを
ま ち に し た 」、　 　　　 　 盛 ん に し た い

周 囲 と 隅 和 し た ま ち な 　 多 くの釿 親住 民 を呼 び
み に し た い 　 　 　 　 　 込 み た い

パ ネル を用 い た 仮想街 区の 説明
一
建 膂 え の契 機 と な る も の

中 山湛 の 拡 網 に 伴 い ．
蔵 て 贇 え を し な く て は

い rtな く な り ま し た

部 腫 が 足 り な く な フて

き た の で 　 遒 て 智 え よ

う と 恩 いま す

建 物 が 老 朽 化 し て き た

ので ．廱 て暫え よ うと

思 います一
屬 辺 が 都 市 化 し 、日 照

条 件 が 1 く な って 愈 た

の で 建 て 瞥 え よ う と 思い9 す

部 屋が隶 っ て い る の で

建 て 督 え を し て 賃 し た

い と 思 い ま す

建替えが完了した建物模型を、「チ ェ ッ ク

シ
ー

ト」を使用しながら評価してい く。
また建替えが完了した2つの街区模型を並

べ て置き、プレイヤ
ー
全員で意見交換をし

ていく。

建 替 え用の 建物 模型

成果の評価

目標と建替え完成模型と

の 整合性をチェッ ク

エ
・・

クシ
ー

街区像の確認 全体で意見交換

地 区 外 か ら 瞑 つτ き た

臣 子 夫 婦 と 一緒 に 住 む

た め に 龝 て 替えをしよ

うと 思 いま す

メ ・セ
ー’

　 　 一　
’

濯 営 側 が 想 定 し た ン ナ リオ が 配入 され て お リ、デ ザ

インゲ
ー

ムを ス ム
ー

ズ に 進 行 す る た め の も の 。町 康

を 曳 緊 ず る か 　 共 同 建 て 替 え を す る か 　 駐 車 場 を ど

う す る か 等 の 判断 を 要 Stす る

囲
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CCD カメ ラ に よ る空 間像 評価 敷地決 定カ ー
ド

（図 一3 ）「建 替 え デ ザ イ ン ケ
ーム 」の 概 要
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に 示 す 通 り 「ま ちの 情報」 「自己 の 情 報」 「自己 の 目標 」 「建替 え の

動 機 」 を 入 力 し、「建替 え の 具体 的 空間像 と そ こ で 行 わ れ る 将 来の

生 活 像」 を 出力す る。また運 営 ス タッ フ は 各街 区毎に 進行 を務 め る

司 会が 1 人、「建 替え の 手 引き」 を参 考 に しなが ら建 替え に つ い て

ア ドバ イ スす る コ ン サル タン トが 1 人、その ア シ ス タ ン トが 1 人 つ

い た 。参加 者数 は 2 日間 で 合 計 14 入で 、12 月 4 口 の 参加者 数は

6 人 で そ の 属性 は沿 道 の 住民 が 2 人、地 区 の 住民 が 3 人、行政 が 1

人で あ っ た 。また 12 月 5H の 参加 者数 は 8 人で 、沿道 の住民 が 3

入．地 区 の 住民 が 2 入、自主 的 ま ちづ く り組 織 注 3〕が 3 人で あ っ た。

5 ．デ ザイ ンゲーム の 実施結 果 と分析

5 − 1　 デザ イ ン ゲーム 中 の 建替 え シミュ レ ートの 経過

建替え シ ミ ュ レ
ー

トの 経過 の 例 と して 、12 月 4 日の 2丁 目で の 意見

交換の 様子 と具体的デ ザ イ ン の 作 成経過 の
一

部 を （図
一4 ） に示 す 。 （図一4）建 替え シ ミ ュ レ ートの 経 過の 例 （12 月 4 日、2丁 目）
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一5 ）建 替 え の 具 体的空 間像の 例 （12 月 4 日・5 日、2 丁 目）
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（表
一1）計 4 回の デ ザ イ ン ゲーム の 効果 と課題

凡例　 O 　達成できた　　X 　　 できなかった
効　　　 　　 　累 題

拝細な物理的デザ

　　 ンの

日常的な生渚像を

　　イメ
ー

ジ

店舗と住居の位口 具体的な空間像の

　　 を決定　　 　　 作成

コ ン サルタントの

　 過剃な影

デザインゲー厶に

　 璽した時間

12／ 4、司丁目 O 小 150ウID分
1 〜　 4，2 O O G 大 150分
12 ／ 5、1　 目 x x O 小 150＋20 分

12 ／5，2丁目 0 O o ’、 150ウ20分

　

　

　　　　 　　　 　 （図一6） ア ンケ
ー

ト調 査 の 結果

　 プ レ イ ヤー
に よ っ て 個 人 差が 存 在す る も の の、窓 や ベ ラ ン ダ、玄

関 の 向き 等の 詳細 な 物 理 的 デザ イ ン を理 解 しな が ら、活 発 な 意 見 交

換を行う こ とが で き た。また 作成 した具体的 空間像 につ い て、CC

D カ メ ラ の 映像に よ り視覚的 に 評価 す るこ とに よ っ て、最 終的な空

間像 を決 定 して い く こ とがで きた e 更 に、建替 わ っ た建物 で の 生活

像をイ メ
ージ し、プラ イ バ シ

ー
に 関 す る こ と ま で 意識 して 意 見 交 換

を行い なが ら、具体的 空間 像 を作 成 して い く こと が で きた。

5 − 2 　 建替 えの 具体 的空 間像

　 建替え の 具 体 的空間 縁 の 例 と して 、12 ／ 4 ・5 ．2 丁 目 の デ ザ

イ ン ゲー一
ム の 結 果 を （図

一5 ） に、また 計 4 回 の デ ザ イン ゲ
ー

ム の

効果 と 課題に つ い て （表
一1） に 示す。4 回共、各プ レイヤーは建

替 え の 具体的空 間 像を 作成す る こ とが で き た。更 に 12 ／ 5 の 1丁

目を 除く 3 回の デザ イ ン ゲー
ム に おい て、CCD カ メ ラ 映像 によ る

視覚的環境評 価 と 生活 像イ メ
ージに よ る 評価 か ら、建替 え 後の 店舗

と住居の 位置 を決め 具体 的空 間像 を 作成 して い く こ と がで き た。

　 課題 と して 、具体的 な空間像 は コ ンサ ル タ ン トの ア ドバ イ スに 影

響 され過ぎ る傾 向が見 ら れ、ま た 4 回 中 3 回 の デザイ ン ゲー
ム で 予

定時間 を大幅に オ
ーバ ー

して し ま っ た が、こ れ は 模型 ツ
ー

ル に 含 ま

れ る 景 観や 環境に 関す る情 報が 多 く．意 見交換 に 時間が 延 長 したた

めで あ っ た。

5 − 3　 ア ン ケート調 査 の 分析

　デザイ ン ゲー
ム 終了 後 に行 っ た ア ンケ

ー
ト調 査 の 結 果 を （図

一6 ）

に 示 す。プ レイ ヤ
ー

の 9 割以 上 が 模 型 を 自 由 に動 か す こ とが で き て

い た。一
連の 「街路空 間デザ イ ンゲ

ー
ム 」 に よ り模 型に 対 して 慣 れ

が生 じて い た こ と を考 慮 して も、模型ッ
ールの 大 きさが触 りや す く、

表現 が 理 解し やす か っ た た め と考え られ る。また 8 割 以上 の プレイ

ヤ
ー

が、建替 えの 具体 的空間 像 と生 活 像 を イ メ
ー

ジす る こ とが で き
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て い た。更 に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 場や 建物 高 さ、空地 の 大切 さ に

つ い て 8 割 以上 が 、共同建替え と協調建 替え の 良 さ に つ い て も 約 7

割の プ レ イヤ
ー

が 実感 で き て お り．こ れ らの 点 で 作成 した 空 間 像 の

意 義 を認 識で き て い た こ と が分か っ た。

6 ．ま と め

　 視覚的 に 環境 を認識す る 「建替え デザ イ ン ゲー
ム」 は．以下 の よ

うな効 果 が あ る こ とが 明 らか に な っ た、

  窓 や ベ ラ ンダ、玄関の 向きや 位 置等の 詳細 な物理的 デザ イン を理

解し、建物 の 用 途 ・階数 ・配置、及び 植 栽や ベ ン チ 等 の 配置 を デザ

イ ン し．空 間 像 を具体 化 しなが ら活発な意 見交 換 を行 う こ とが で き

る 。ま た 建 替え の 具体 的空間 像 に つ い て CCD カ メ ラ 映 像 に よ り、

視覚的 に 評 価を行 い 、最終 的な 空間 像 を決 定 して い く こ とが で き る。

  そ こで 行わ れ る 日常的生 活 像を イ メ
ー

ジす る こ とが で き、また ブ

ライ バ シ
ー

に 関す る こ と まで 意 識 して 意 見交換 を 行 い なが らそれ を

評価基準 と し、具体的 空間像 を作成 して い く こ とがで きる。

　
一

方 現段 階 に お ける 課題 と して 、以下 の こ と が 明 ら か に なっ た e

  実際 の 建物 を 撮影 した 写 真映像 を 画 像加 工 ソ フ トで 立面 化 した も

の は、盛 り込 まれ て い る 景観や 環 境に 関す る 情報量 が多 く、想定 し

た 時間 内で は 十 分 な 意 見交 換がで き な か っ た。そ の た め ま ち づ く り

の 計画 策定 手法 と す る に は、ゲー
ム ツ

ー
ル 及 び プロ グ ラム の改善 が

必 要 で あ る。

  プ レイヤ
ー

が 作 成す る建替 え の 具体的 な 空間像は ．コ ンサル タン

トの ア ドバ イ ス に 影 響 さ れ 過 ぎる 傾 向が あ っ た 。今 回 の 実施で は、

コ ン サル タン トは 「建替え の 手引 き」 を参考 に しつ つ ア ドバ イ ス を

与え て い た が、こ れ を 更に 充 実 させ そ の 影 響 を縮 小 す る必 要 があ る。

　以 上 の よ う な 効果 と、明 ら か に な っ た 課 題 を解 決 して い く こ と に

よ り 「建 替え デザ イ ンゲー
ム 」 は、地区 レベ ル で の 参加型 まちづ く

りに お ける 合意 形成手 法 と し て  建替え の シ ミ ュ レート  目標 空間

像の 設定 に関 して、詳細 な物理 的デザイ ン を理解 し生活像 をイ メ
ー

ジ しなが ら 具体的 ・効果 的 に 討議す る こ とが で き る もの とな る。

　なお、本研 究は 早稲田 大学理 工学総含研究 セ ン タ
ー

研 究助成 「参加 の

ま ちづ く りに 関 する研究」 の 成果 の 一部 をま とめ た もの で あ る。
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注

注 1）地 区 の こ と を 再発 見す る た め に ま ちを 歩き ．収集 した 情報 を 大き く拡 大

　 　した地 図 に 書 き込 ん だ も の を 示 す。
注 2 ） Adobe 　Photoshop を 使用 した 。
注 3 ） 浦和 市に は 自主 的ま ちづ く り組織と して 「ま ちづ く り 工房」 が 活動 して

　 い る。
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